
親　　　昭和40年まで使用されていた旧北陸本線
のレンガトンネルです。全長は670mあり、100年以上
前のレンガ造りを見ながら歩くことができます。平成26
年に土木学会選奨土木遺産に認定されています。

不知レンガトンネル

　　　 海上にせり出した親不知I.C。高架橋下
のスペースは多目的広場として活用され、イベン
トや夏には海水浴客でにぎわいます。
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2016.8作成

昭和8年（1933年）に自動車が通れる道路に着工し、改良、拡幅等の整備が進められて
きました。昭和33年（1958年）に北陸地方建設局が発足すると、昭和38年（1963年）か
ら大規模な改築工事が行われ、度重なる土砂崩れを克服して、昭和42年（1967年）に
国道8号として2車線道路が開通し、一次改築事業の完成がはかられました。

　また、

　昭和43年より新潟県西頸城郡青海町宮花から同
郡同町玉ノ木のL＝14.3㎞間を通行規制区間【過去
の記録により危険箇所の事故発生と異常気象との間
に相関関係がある場合で、異常気象による規制の基準
を定めて、これにより事前規制を実施する区間】として道
路局長より承認を受け交通規制を実施してきました。

現在

　国道8号は新潟市から京都市に至る日本海側の縦貫道路の一翼を担う主要幹線道路であり、北陸自動車道と相互に補完しあい広域的な交通網を形成し、我国
の産業経済を支える重要な役割を担っています。また、地域の産業経済を支える動脈であるとともに、路線沿いに連担する各地域の通勤、通学、買物等地域社会の日
常生活を支える生活基盤でもあり、多様な機能を有する重要幹線となっています。

周辺の拠点間アクセス
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